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株主数・議決権個数株主数・議決権個数

議決権を有する株主数 ８,０５３名
総株主の議決権個数 ２７８,６１３個

ご出席の株主様 ２,０１３名
（議決権行使書をご提出の株主様を含む）

議決権個数 １２８,５３０個

議決権を有する株主数 ８,０５３名
総株主の議決権個数 ２７８,６１３個

ご出席の株主様 ２,０１３名
（議決権行使書をご提出の株主様を含む）

議決権個数 １２８,５３０個
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報告事項報告事項

会計監査人及び監査役会の

監査結果報告の件

会計監査人及び監査役会の

監査結果報告の件
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報告事項報告事項

第35期事業報告

連結計算書類及び計算書類の件

第35期事業報告

連結計算書類及び計算書類の件

自 2 0 2 0年 1月 1日

至 2 0 2 0年 1 2月 3 1日
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報告事項報告事項

事業の経過および成果事業の経過および成果
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経済環境経済環境

✔新型コロナウイルス感染症拡大による経済活動の停滞

✔感染拡大防止策・各種政策の効果や海外経済の改善も

あり持ち直しの動きが見られながらも、再び同感染症

の猛威が振るい国内外で緊急事態宣言が発動

✔国内外の感染症の動向や金融市場の変動等に引き続き

注視が必要

✔新型コロナウイルス感染症拡大による経済活動の停滞

✔感染拡大防止策・各種政策の効果や海外経済の改善も

あり持ち直しの動きが見られながらも、再び同感染症

の猛威が振るい国内外で緊急事態宣言が発動

✔国内外の感染症の動向や金融市場の変動等に引き続き

注視が必要
依然として厳しい状況で推移依然として厳しい状況で推移
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事業の経過および成果事業の経過および成果

✔ 新型コロナウイルス感染症拡大防止対策、安全衛生管理を

最優先に経営基盤強化、管理機能の業務効率化に努め、状

況の変化に迅速かつ適切に対応。

✔ 管理コストの見直しによる財務体質強化の推進。



2,5162,516

第35期末第35期末

2,3522,352

第34期末第34期末

売 上 高売 上 高
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事業の経過および成果事業の経過および成果

4646 ▲299▲299▲345▲345営 業 利 益営 業 利 益

3131 ▲313▲313▲344▲344経 常 利 益経 常 利 益

4949 ▲942▲942▲991▲991
親会社株主に
帰 属 す る
当 期 純 利 益

親会社株主に
帰 属 す る
当 期 純 利 益

[単位：百万円]

▲164▲164

増 減

※百万円未満切捨て
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セグメントの業績セグメントの業績

ディベロッ プ
メ ン ト 事 業
ディ ベロッ プ
メ ン ト 事 業

1,2941,294
113113

1,6841,684
118118

売 上 高売 上 高

営業利益営業利益

営業活動の制限等、コロナ
による影響が生じたものの、
前年期からの太陽光案件の
引渡し・不動産案件の売買
により増収増益。

営業活動の制限等、コロナ
による影響が生じたものの、
前年期からの太陽光案件の
引渡し・不動産案件の売買
により増収増益。

+390+390

+5+5

［単位：百万円］

34期34期 35期35期増 減

シス テ ムイ ノ
ベーション事業
シス テ ムイ ノ
ベーション事業

841841
1818

551551
▲13▲13

▲290▲290

▲31▲31

売 上 高売 上 高

営業利益営業利益

販管費の削減に取り組むが、
インハウス型受託案件に影
響、案件の期ズレの発生に
より減収減益により営業損
失を計上。

販管費の削減に取り組むが、
インハウス型受託案件に影
響、案件の期ズレの発生に
より減収減益により営業損
失を計上。

そ の 他 事 業そ の 他 事 業
3232
11

5353
77

+21+21

+6+6

売 上 高売 上 高

営業利益営業利益

売上高、営業利益ともに

増加。

売上高、営業利益ともに

増加。

エンターテイン
メ ン ト 事 業
エンターテイン
メ ン ト 事 業

348348
130130

6363
▲157▲157

▲285▲285

▲287▲287

売 上 高売 上 高

営業利益営業利益

ｹﾞｰﾐﾝｸﾞｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｼｽﾃﾑの
販売による売上があったが、
カジノマシンの販売活動休
止等により売上高の減少。
IR事業関連の先行経費等も
あり営業損失を計上。

ｹﾞｰﾐﾝｸﾞｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｼｽﾃﾑの
販売による売上があったが、
カジノマシンの販売活動休
止等により売上高の減少。
IR事業関連の先行経費等も
あり営業損失を計上。

※百万円未満切捨て
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報告事項報告事項

連結貸借対照表連結貸借対照表
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連結貸借対照表連結貸借対照表
［単位：百万円］

建設勘定、のれんの増加

売掛金の増加

製品・仕掛品の減少

ポイントポイント 短期借入金の増加

利益余剰金の減少

ポイントポイント

増 減

負債合計 858 +2,373 3,231
純資産 1,617 ▲516 1,101

資産の部 負債・資産の部

増 減

資産合計 2,476 +1,856 4,333
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報告事項報告事項

連結損益計算書連結損益計算書
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連結損益計算書連結損益計算書

売 上 総 利 益売 上 総 利 益

販売費及び一般管理費販売費及び一般管理費

営 業 利 益営 業 利 益

経 常 利 益経 常 利 益

親会株主に帰属する
当 期 純 利 益
親会株主に帰属する
当 期 純 利 益

１株当たり当期純利益１株当たり当期純利益

722722

676676

4646

3131

4949
2.15
円

2.15
円

［単位：百万円］

売 上 高売 上 高 2,5162,516

34期34期

645645

945945

▲299▲299

▲313▲313

▲942▲942
▲35.84

円
▲35.84

円

2,3522,352

35期35期

▲77▲77

269269

▲345▲345

▲344▲344

▲991▲991

▲37.99
円

▲37.99
円

▲164▲164

増 減増 減

※百万円未満切捨て
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報告事項報告事項

事業の経過および成果事業の経過および成果



対処すべき課題及び次期方針

18
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次期の方針次期の方針

◆経営課題

 財務の健全化
 人材の確保と育成の強化
 新型コロナウイルス感染症への対応
 コーポレートガバナンスの強化

◆ 重点施策

 「顧客・案件・工程」管理の強化による案件の確実な収益化とキャッシュポジションの改善
 従業員やその家族を含むステークホルダーの安全を最優先とした対策の継続
 従業員の働く環境の変化に対応できる新しいコスト構築
 迅速かつ的確な意思決定及び業務執行体制の構築
 取締役間の相互監督・監視体制の構築
 リスク管理、内部統制、コンプライアンスの取組みを徹底

◆ 経営課題

 財務の健全化
 人材の確保と育成の強化
 新型コロナウイルス感染症への対応
 コーポレートガバナンスの強化

◆ 重点施策

 「顧客・案件・工程」管理の強化による案件の確実な収益化とキャッシュポジションの改善
 従業員やその家族を含むステークホルダーの安全を最優先とした対策の継続
 従業員の働く環境の変化に対応できる新しいコスト構築
 迅速かつ的確な意思決定及び業務執行体制の構築
 取締役間の相互監督・監視体制の構築
 リスク管理、内部統制、コンプライアンスの取組みを徹底

対処すべき課題と次期方針対処すべき課題と次期方針

経営戦略経営戦略

✔重点施策を実行・達成し、経営課題を解決していくことで企業価値を向上させる

✔コロナ禍における急激な経営環境の変化に対応できる強靭な企業体質の構築
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報告事項報告事項

第35期事業報告

連結計算書類及び計算書類の件

第35期事業報告

連結計算書類及び計算書類の件

自 2 0 2 0年 1月 1日

至 2 0 2 0年 1 2月 3 1日



21

質 疑 応 答質 疑 応 答

株主の皆様からのご質問をお受けいたします。

ご発言の際は挙手をお願いいたします。

議長の指名後、出席票の番号とお名前を

おっしゃってからご発言をお願いいたします。



決 議 事 項

22

第１号議案 定款一部変更の件

第２号議案 取締役３名選任の件

第３号議案 監査役３名選任の件

第４号議案 補欠監査役１名選任の件

第５号議案 会計監査人選任の件
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決 議 事 項決 議 事 項

第１号議案 「定款一部変更の件」

(1)第２条 (目的)の変更

当社における財務体質強化を目的とし、不採算事業

からの撤退等により主力事業へ資金ならびに人的リ

ソースを集中させていくため

(2)第６条(発行可能株式総数)の変更

当社株式の流動性の向上および将来の事業拡大に備

えた機動的な資金調達を可能とするため

(1)第２条 (目的)の変更

当社における財務体質強化を目的とし、不採算事業

からの撤退等により主力事業へ資金ならびに人的リ

ソースを集中させていくため

(2)第６条(発行可能株式総数)の変更

当社株式の流動性の向上および将来の事業拡大に備

えた機動的な資金調達を可能とするため
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質 疑 応 答質 疑 応 答

株主の皆様からのご質問をお受けいたします。

ご発言の際は挙手をお願いいたします。

議長の指名後、出席票の番号とお名前を

おっしゃってからご発言をお願いいたします。
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第１号議案

「定款一部変更の件」

第１号議案

「定款一部変更の件」

採 択採 択
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決 議 事 項決 議 事 項

第２号議案 「取締役３名選任の件」

<取締役候補者>

吉 田 弘 明 平 出 晋一郎

伊 藤 義 文(新任)
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質 疑 応 答質 疑 応 答

株主の皆様からのご質問をお受けいたします。

ご発言の際は挙手をお願いいたします。

議長の指名後、出席票の番号とお名前を

おっしゃってからご発言をお願いいたします。
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第２号議案

「取締役３名選任の件」

第２号議案

「取締役３名選任の件」

採 択採 択
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-ご 紹 介--ご 紹 介-

取締役 吉 田 弘 明

取締役 平 出 晋一郎

取締役 伊 藤 義 文

取締役 吉 田 弘 明

取締役 平 出 晋一郎

取締役 伊 藤 義 文

よ し だ ひ ろ あ き

ひらいで しんいちろう

い と う よ し ふ み
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決 議 事 項決 議 事 項

第３号議案 「監査役３名選任の件」

<監査役候補者>

矢 尾 板 裕 介 櫻 井 紀 昌

藤 田 博 司
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質 疑 応 答質 疑 応 答

株主の皆様からのご質問をお受けいたします。

ご発言の際は挙手をお願いいたします。

議長の指名後、出席票の番号とお名前を

おっしゃってからご発言をお願いいたします。
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採 択採 択

第３号議案

「監査役３名選任の件」

第３号議案

「監査役３名選任の件」
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-ご 紹 介--ご 紹 介-

監査役 矢 尾 板 裕 介

監査役 櫻 井 紀 昌

監査役 藤 田 博 司

監査役 矢 尾 板 裕 介

監査役 櫻 井 紀 昌

監査役 藤 田 博 司

や お い た ゆ う す け

さくらい としまさ

ふ じ た ひ ろ し
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決 議 事 項決 議 事 項

第４号議案 「補欠監査役１名選任の件」

<補欠監査役候補者>

岡 田 文 彌
おかだ ふみや
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質 疑 応 答質 疑 応 答

株主の皆様からのご質問をお受けいたします。

ご発言の際は挙手をお願いいたします。

議長の指名後、出席票の番号とお名前を

おっしゃってからご発言をお願いいたします。
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採 択採 択

第４号議案

「補欠監査役１名選任の件」

第４号議案

「補欠監査役１名選任の件」



37

決 議 事 項決 議 事 項

第５号議案 「会計監査人選任の件」

<会計監査人候補者>

監査法人アリア

<会計監査人候補者>

監査法人アリア
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質 疑 応 答質 疑 応 答

株主の皆様からのご質問をお受けいたします。

ご発言の際は挙手をお願いいたします。

議長の指名後、出席票の番号とお名前を

おっしゃってからご発言をお願いいたします。
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採 択採 択

第５号議案

「会計監査人選任の件」

第５号議案

「会計監査人選任の件」



ピクセルカンパニーズ株式会社

第35期 定時株主総会

40

閉 会



御 礼御 礼
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本日はご多用中のところ、当社第３５期定時株主総会へご出席いただき、

誠に有難うございました。

また、本総会における新型コロナウイルス感染症・感染予防策にご理解と

ご協力を頂きまして、重ねて御礼申し上げます。

ご帰宅されました際も、どうぞ十分な手洗い・うがいなど同感染症におけ

る感染予防策を講じていただけますようお願いいたします。

お忘れ物等ございませんよう、今一度ご確認のうえ、

お気をつけてお帰り下さい。
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本資料に記載されている、当社グループの現在の計画、見通し、戦略およびその他の歴史的事実ではないものは、作成時点

において入手可能な情報に基づく将来に関する見通しです。

将来の業績に関する見通しは、将来の営業活動や業績、出来事、状況に関する説明における「確信」「期待」「計画」「戦

略」「見込み」「想定」「予測」「予想」「目的」「意図」「可能性」やその類義語を用いたものに限定されません。口頭

または書面による見通し情報は、広く一般に開示される他の媒体にも度々含まれる可能性があります。これらの見通しまた

は試算に関する情報は、作成時点において入手可能な情報に基づく将来に関する見通しです。実際の業績には、多くの重要

なリスクや不確実な要素により、これら業績見通しと大きく異なる結果となりうるため、これら業績見通しのみに全面的に

依拠することは控えるようお願いします。

また、新たな情報、将来の事象、そのほかの結果にかかわらず、当社グループが将来の見通しや試算を見直して改定すると

は限りません。当社グループはそのような義務を負いません。

また、本資料は日本国内外を問わずいかなる投資勧誘またはそれに類する行為のために作成されたものでもありません。

免責事項免責事項



ピクセルカンパニーズ株式会社

第35期 定時株主総会

43

閉 会


